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2～4 月のイベント情報 

2022 イルミネーション in コアやまくに 

 期間：令和 4年 11 月 20 日（日）～3月 5日（日） 

 場所：コアやまくに 

 問合せ先：コアやまくに（電話 0979-62-2140） 

コアやまくにアイススケートリンク 

豊かな自然に抱かれた複合施設のスケートリンクは風を切って滑る屋外ならではの爽快感

が魅力。徒歩すぐの場所に温泉と食堂があります。 

 期間：令和 4年 11 月 26 日（土）～3月 5日（日） 

 時間：平日・12 月 31 日・1月 1日 13 時～18 時、土日祝日 11 時～19 時 

 場所：コアやまくに 

 料金：一般 1,250 円、中高生 930 円、小学生 720 円、幼児 200 円 

※別途シューズ代 300 円 

 問合せ先：やすらぎの郷やまくに（電話 0979-62-2186） 

漁協直営カキ小屋「美人小屋」 

中津のブランドカキ「ひがた美人」を食べることができるカキ小屋。蒸しカキやカキ飯をは

じめ、小祝漁港で水揚げされた新鮮な魚介類の焼き物や汁物なども販売。 

 期間：1月 11 日（水）～3月 26 日（日） 

※水曜日から日曜日の週 5日営業、1月 22 日（日）は臨時休業 

 時間：11 時～15 時（ラストオーダー14 時） 

 場所：小祝漁港荷捌き所特設店舗「美人小屋」 

 問合せ先：大分県漁業協同組合中津支店（電話 0979-22-2103、平日 9 時～12 時・13 時

～17 時） 

企画展「岩石の王国」 

耶馬渓の国名勝指定 100 年を記念した特別展。中津の偉人である福澤諭吉や和田豊治に関す

る資料のほか、耶馬渓を歩き描いた文豪・田山花袋と画伯・小杉放菴ゆかりの品々を展示。 

 期間：1月 21 日（土）～3月 12 日（日） ※月曜日（祝日の場合はその翌日）は休館 
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 時間：9時～17 時（入館は 16 時 30 分まで） 

 場所：中津市歴史博物館 

 料金：一般 300 円、中学生以下無料 

 問合せ先：中津市歴史博物館（電話 0979-23-8615） 

第 3回やばけいの郷ひなまつり 

町内外から寄せられたひな人形とちりめん細工のつるし飾りの饗宴をお楽しみください。 

 期間：2月 12 日（日）～3月 12 日（日） 

 時間：10 時～16 時 

 場所 

メイン会場：相良鉄工 

サブ会場：平田郵便局、耶馬溪公民館、郷づくり塾事務所 

 問合せ先：やばけいの郷ひなまつり実行委員会（相良、電話 0979-54-2119） 

八面山金色渓谷渓流登山 

ロープをつたって登るような険しい箇所もありますが、心地よい渓流の音を聴きながら登山

をお楽しみいただけます。 

 期日：2月 26 日（日） 

 時間：3班に分かれての受付・出発となります。 

【1班】受付 8時 30 分～、出発 9時～ 

【2班】受付 8時 45 分～、出発 9時 15 分～ 

【3班】受付 9時～、出発 9時 30 分～ 

 集合場所：ふるさと回想館「八面山荘」下駐車場 

 コース：八面山荘下駐車場→箭山権現石舞台→金色渓谷コース→和与石→地球が丸く見

える丘（バス乗車）→バスで天空の道展望所へ→天空の道展望所で景色を鑑賞→解散 

※天候によりコースを変更する可能性があります。 

※解散後も引き続き登山を楽しむ人は、各自で行動してください。希望者は八面山荘下

駐車場までバスでお送りします。 

 対象：小学生以上の体力に自信がある人 

 料金：500 円（参加賞・保険料込み） 

※お弁当を希望する方は別途料金（500 円）が必要。 

 定員：40 人（各班約 15 人まで） 

 申込期間：2月 1日（水）～17 日（金） 



中津市定例記者会見資料  2023.2.16 

 申込方法：電子申請（https://logoform.jp/form/GEJZ/189227）または電話 

 問合せ先：三光支所地域振興課（電話 0979-43-2050） 

西川悟平 トーク&ピアノコンサート 

難病ジストニアに冒されながらも、7本指で再起を果たした奇跡のピアニスト。東京パラリ

ンピック閉会式で演奏し、世界中から注目を集めています。 

 日時：2月 18 日（土）14 時～16 時（開場 13 時 30 分） 

 場所：中津文化会館 大ホール 

 料金：全席指定 3,000 円（当日 3,500 円） 

 問合せ先：NPO 法人中津文化協会（電話 0979-24-1155） 

雛がいざなうお屋敷めぐり 

江戸時代の建造物が残る 5つの屋敷でスタンプを集めて中津市歴史博物館へ行くと、プレゼ

ントがもらえます。 

 期間：2月 18 日（土）～3月 12 日（日） 

 場所：中津市歴史博物館、中津市木村記念美術館、南部まちなみ交流館、福澤諭吉旧居・

福澤記念館（入館料が必要）、大江医家史料館、村上医家史料館 

 問合せ先：中津市歴史博物館（電話 0979-23-8615） 

中津市商工会議所女性会「菜の花館」 

中津市商工会議所女性会がひなまつりの一環として「菜の花館」を出店します。 

※今年は喫茶店がありません。 

 日時：2月 18 日（土）～3月 12 日（日）10 時～16 時 

 場所：諸町 

 問合せ先：観光推進課（電話 0979-62-9034） 

漁師さんの朝市 

新鮮な魚介類を漁師から購入できる朝市。開始直後に完売することもあり、早めの来場がお

すすめです。時化による縮小開催等、詳しくは漁協中津支店ホームページをご確認ください。 

 期日：2月 19 日（日）、3月 5日（日）・19 日（日）、4月 2日（日）・16 日（日） 

 時間：7時～売り切れ次第終了 

 場所：小祝漁港 



中津市定例記者会見資料  2023.2.16 

 問合せ先：大分県漁業協同組合中津支店（電話 0979-22-2103、平日 9時～12 時・13 時

～17 時） 

雛祭 笑覧（SHORAN） 

２年ぶりの開催。古民家に飾られた七段飾りの雛様と多くの飾り物をお楽しみください。 

 期間：2月 23 日（木）～3月 3日（金） 

 時間：10 時～16 時 

 場所：民泊「福来朗」 

 問合せ先：民泊「福来朗」（上西、電話 090-9597-1670） 

第 9回歴史探検ウォークラリー 

中津城周辺でクイズ（難易度は小学生程度）を解きながら探検します。 

 日時：3月 4日（土）9時 30 分～12 時頃（受付 9時 30 分～10 時） 

 コース：中津城周辺、福澤諭吉旧居、寺町、中津市歴史博物館ほか（約 3km） 

 料金：大人 100 円、高校生以下無料（南部特製おにぎり付） 

 申込期間：2月 1日（水）～24 日（金） 

 問合せ先：南部公民館まちおこし講座事務局（南部公民館内、電話・FAX0979-25-0822、

メール ph_nanbu1@city-nakatsu.jp） 

第 12回なかつ総合美術展 

 日時：2月 25 日（土）・26 日（日）9時～17 時 ※日曜日は 16 時まで 

 場所：中津文化会館 小ホール 

 問合せ先：NPO 法人中津文化協会（電話 0979-24-1155） 

犬丸梅苑 第 1回 梅花祭 

 期間：2月 25 日（土）～3月 12 日（日） 

 場所：犬丸梅苑、犬丸天満宮駐車場、神楽殿 

※祭事開催日は参道鳥居横の駐車場をご利用ください。 

 祭事：2月 26 日（日） 

 11 時～12 時：梅花祭開会式式典、餅まき 

 12 時～15 時：豊前岩戸神楽上演（今津神楽社） 

 11 時～16 時：ベトナム旧正月テト祭料理コーナー・おせち料理コーナー開設 
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※料理がなくなり次第終了 

 問合せ先：梅花祭実行委員会事務局（電話 090-8306-1804） 

南部自由市場 

月に一度のたくさんの人で賑わう市場。豆腐・野菜・スイーツ・パン・手作り雑貨…随時出

店者も募集中です。 

 日時：2月 26 日（日）、3月 26 日（日）10 時～14 時 

 場所：新博多町アーケード 

 問合せ先：新博多町商店街振興組合（電話 0979-23-4485） 

焚き火を囲んで ほっこり大人婚活 

 日時：3月 18 日（土）15 時～18 時 

 場所：西谷温泉キャンピングパーク 

 料金：4,000 円（男女共） 

 申込締切：2月 28 日（火） 

 問合せ先：株式会社フェイス（電話 080-1540-0409 ※9 時～18 時） 

第 35回やまひこリバーラインマラソン大会 

 期日：3月 5日（日） 雨天決行 

 時間：受付 8時～、開会式 9時、スタート 9時 30 分～ 

 場所：コアやまくに周辺 

 コース：メイプル耶馬サイクリングロード（スタート・ゴールはコアやまくにスケート

場横） 

 種目：一般（高校生以上）10km・5km・3km、中学生 3km、小学生 2km 

 参加料：一般（高校生以上）2,000 円、中学生・小学生 1,000 円 

 申込方法：専用振込用紙またはインターネット（スポーツエントリー、ランネット） 

 申込期間：1月 31 日（火）まで 当日消印有効 

 問合せ先：中津市スポーツ協会山国支部事務局（山国支所地域振興課内、電話 0979-62-

3111・内線 208） 

第 5回八面山滝開き、山開き 

 期日：3月 12 日（日） 少雨決行、荒天中止 
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 時間：受付 9時～、開会式 9時 30 分～ ※開会式後、登山開始 

 集合場所：ふるさと回想館「八面山荘」下駐車場 

 料金：300 円（参加賞・保険料込み） ※お釣りのないようにお願いします。 

 対象：小学生以上で、山頂往復 4～5時間の山歩きができ、自己責任・自己貫徹のできる

方 

 定員：当日先着 100 人予定（事前申込不要、当日受付のみ） 

 コース：会場～修験の滝（30 名程度）～上宮駐車場にて合流～箭山神社（万歳三唱後解

散、各自の判断で山頂へ） 

 持参品：雨具、防寒着、弁当、飲み物、おやつ、手袋、その他必要な物 

 遵守事項 

 当日自宅で検温を行い郵便番号、住所、氏名、生年月日、血液型、体温、連絡先を

記入し受付に会費と共に自宅作成メモ書を提出してください。（保険加入のため） 

 当企画は 1日傷害保険に加入します。 

 必ず 14 時 30 分までに下山し、受付に下山を報告してください。 

 問合せ先：八面山滝と山開きの会（電話 0979-25-2368、FAX0979-22-9126） 

花柳里紗香リサイタル～楊貴妃～（日本舞踊） 

 日時：3月 12 日（日）10 時 30 分～12 時 30 分（開場 10 時） 

 場所：中津文化会館 大ホール 

 料金：全席自由 4,000 円 

 問合せ先：花柳里紗香（電話 090-7457-5095） 

八面山桜ウォーク 

八面山の桜スポットをゆっくり歩きながら巡り、春を満喫することができます。距離は約

3km、所要時間は約 2時間と、初心者でも参加しやすいコースです。 

 期日：3月 25 日（土） 

 時間：3班に分かれての受付・出発となります。申込時に希望の班を伝えてください。 

【1班】受付 9時～、出発 9時 30 分～ 

【2班】受付 9時 15 分～、出発 9時 45 分～ 

【3班】受付 9時 30 分～、出発 10 時～ 

 集合場所：ふるさと回想館「八面山荘」下駐車場 

 コース：八面山荘下駐車場→市道→箭山権現石舞台→市道→四季の丘公園→旧野外活動

施設跡地→市道→野外音楽堂→八面山荘下駐車場 
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 料金：500 円（参加賞・保険料込み） 

※お弁当を希望する方は別途料金（500 円）が必要。 

 定員：70 人（先着順） 

 申込期間：3月 1日（水）～17 日（金） 

 申込方法：電子申請または電話 

 問合せ先：三光支所地域振興課（電話 0979-43-2050） 

小平椿まつり 

県指定保護樹林に指定されている高さ約 10m のヤブツバキをはじめ、背後の小高い山にある

高さ 2～3m のヤブツバキが見ごろを迎えます。 

 日時：3月 18 日（土）・19 日（日）9時～16 時 

 場所：小平遺跡公園（法華寺） 

 問合せ先：観光推進課（電話 0979-62-9034） 

第 10回沖代フォトクラブ写真展 

 日時：3月 18 日（月）～22 日（金）9時～18 時（最終日は 17 時まで） 

 場所：中津文化会館 小ホール 

 問合せ先：中津文化会館（電話 0979-24-1155） 

第 19回耶馬の里 伝統芸能競演会 

150 年の伝統を受け継ぐ山国神楽社。豊前岩戸神楽発祥の社で、国の重要無形民族文化財に

指定されている植野神楽社。世界が認めた「和楽団ジャパンマーベラス」。圧倒的パフォー

マンスをお楽しみください。 

 日時：3月 19 日（日）13 時 30 分～（開場 13 時） 

 場所：コアやまくに 

 料金：全席自由 一般 1,000 円、高校生以下 500 円、3歳以下無料（当日 500 円増） 

 問合せ先：コアやまくに（電話 0979-62-2140） 

八面山平和マラソン大会 

参加賞として全員に三光産の米 2kg が贈られ、地元の特産品が当たる抽選会のイベント等が

あります。 

 日時：4月 29 日（土） 開会式 9時～ 
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 場所：三光総合運動公園（スタート・ゴール） 

 料金：一般 3,500 円、高校生 2,000 円、小中学生 1,500 円、ファミリー3,500 円（5 歳

～小学校入学前の子どもとその保護者・計 4人まで） 

 申込期限：3月 24 日（金）まで 

 申込方法：郵便振替またはインターネット（ランネット、スポーツエントリー） 

 種目 ※一般は高校生以上 

 2 キロの部：小学生男・女、ファミリー 

 3 キロの部：中学生男・女 

 5 キロの部：一般男・女 

 10 キロの部：一般男・女 

 問合せ先：体育・給食課（電話 0979-62-9013） 

夜桜お八 

春の八面山の幻想的な『夜桜』と綺麗な『イルミネーション』、日本夜景遺産に認定された

八面山からの『夜景』。3つの輝く光を楽しみませんか。 

 日時：3月 24 日（金）～4月 9日（日）18 時 30 分～21 時 

 場所：八面山野外音楽堂周辺 

 問合せ先：三光支所地域振興課（電話 0979-43-2050） 

大貞公園桜まつり 

大正初期に地域の住民が数百本の苗木を育成し、現在周辺も含めて約 1,300 本のソメイヨシ

ノが咲き誇ります。今年は夜間点灯し、会場をライトアップします。 

 期間：3月 24 日（金）～4月 2日（日） ※ライトアップは 18 時 30 分～22 時 

 場所：大貞公園（桜まつり会場） 

 問合せ先：観光推進課（電話 0979-62-9034） 

新中津市学校市民講座 

 日時：3月 25 日（土）13 時～14 時 

 場所：新中津市学校 2 階 集会室 

 講師：平石 直昭氏（東京大学名誉教授・福澤諭吉協会理事） 

 演題：「文明論之概略」と小幡篤次郎 

 問合せ先：新中津市学校（電話 0979-26-1459） 
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中津城二ノ丸公園桜まつり 

城下町中津の春が満喫できる花見会場で約 150 本の桜が咲き誇ります。 

 日時：3月 25 日（土）～4月 9日（日）9時～17 時 

 場所：二ノ丸公園 

 問合せ先：観光推進課（電話 0979-62-9034） 

令和 5年度中津市生涯学習大学大学祭及び閉講式 

 日時：3月 26 日（日）13 時～15 時 30 分（開場 12 時） 

 場所：中津文化会館 大ホール 

 問合せ先：中津市生涯学習センター（電話 0979-22-7637） 

県北地区高等学校吹奏楽部 第 21 回ジョイントコンサート 

 日時：3月 28 日（日）16 時～18 時（開場 15 時 30 分） 

 場所：中津文化会館 大ホール 

 問合せ先：県北地区高等学校吹奏楽部ジョイントコンサート実行委員会（電話 0979-32-

3800） 

第 7回ふるさと芸能祭り～和のつどい～ 

 日時：4月 16 日（日）10 時～15 時（開場 9時 30 分） 

 場所：中津文化会館 大ホール 

 料金：500 円（当日 300 円増） 

 問合せ先：中津文化会館（電話 0979-24-1155） 
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梅の花が満開でいい香りです。ベトナム人の皆さん、犬丸梅苑でテト料理と日本の正月料理を味わってみませんか。
　

詳しくは現地掲示板へ

犬丸梅苑で「観梅」と「テト」を楽しみましょう。

梅の花が満開で、いい香りです。ベトナム人の皆さん、犬丸梅苑でテト料理と日本の正月料理を味わってみませんか。
　

「テト」は、ベトナム人が一年の中でもっとも楽しみにしているベトナムの年中
行事です。毎年、テトの時期には故郷から離れて暮らすベトナム人の多くが
帰省し、家族や親戚とテト料理を囲い、友人ともどもテトを祝います。
「テト」とは、ベトナムの旧正月のことです。旧正月の時期になると、日本では
中国の「春節」が毎年のようにニュースになります。実はこの旧暦の新年を祝
う風習は、なにも中国だけに限ったことではありません。ベトナムでも旧正月
を「テト」と呼び盛大にお祝いをします。
テトの日程は旧暦に則って数えられます。新暦では毎年日付が変わるのでご
注意を。テトの元日は毎年、1月下旬頃から2月中旬頃。ベトナムの法定では
テト休暇はテト元日前後の5日間になっています。休日がテト休暇と重なる場
合は、振替休日が設けられ7連休となった年も。テト休暇は唯一の大型連休で
もあり、ベトナム人にとって特別な時期です。
ベトナム語で新年を迎える挨拶は「チュック ムン ナム モイ」で、「あけましておめでとうございます」に相当します。
ここで、ベトナムの旧正月の風習を紹介します。べトナムの正月料理には、ベトナムちまき、ベトナムハム、各種肉
料理、らっきょうや玉ねぎの漬物などがあります。中でもで欠かすことのできない伝統的な正月料理と言えば、ま
ずはベトナムちまき「バインチュン」です。バナナの葉に似た濃い緑色をしたラーゾンの葉でもち米、緑豆、豚バ
ラ肉を包みこみ半日ほど煮込んでつくられるベトナムのちまきです。バインチュンはご先祖様へのお供え物とし
て、また常温でも長持ちするため保存食としても重宝されます。らっきょうや玉ねぎなどの漬物と一緒にそのまま
あるいは焼いてから食べます。なお、バインチュンはハノイに代表されるベトナム北部の呼び方で、ホーチミンな
どの南部では「バインテト」と呼ばれます。大きな違いはその外見でバインチュンは正方形、一方のバインテトは
円筒形です。この他にベトナム料理といえば、有名な春巻きです。生春巻きと揚げ春巻きがあります。
テトの正月料理に欠かせないのが「ベトナムちまき」だと
すれば、飾り付けに欠かせないのは梅と桃、そして菊の
花と、色とりどりのフルーツです。また、中国の春節の影
響を受けたランタンや縁起物の賀紙等も見かけます。

▲フエ王宮のテトの飾り

ベトナムの旧正月「テト」

▲テトのちまきと果物

▲菊花のディスプレイ

▲北部では赤い梅の花、南部では黄色い梅の花

テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼

「テト」は、ベトナム人が一年の中でもっとも楽しみにしているベトナムの年中
行事です。毎年、テトの時期には故郷から離れて暮らすベトナム人の多くが
帰省し、家族や親戚とテト料理を囲い、友人ともどもテトを祝います。
「テト」とは、ベトナムの旧正月のことです。旧正月の時期になると、日本では
中国の「春節」が毎年のようにニュースになります。実はこの旧暦の新年を祝
う風習は、なにも中国だけに限ったことではありません。ベトナムでも旧正月
を「テト」と呼び盛大にお祝いをします。
テトの日程は旧暦に則って数えられます。新暦では毎年日付が変わるのでご
注意を。テトの元日は毎年、1月下旬頃から2月中旬頃。ベトナムの法定では
テト休暇はテト元日前後の5日間になっています。休日がテト休暇と重なる場
合は、振替休日が設けられ7連休となった年も。テト休暇は唯一の大型連休で
もあり、ベトナム人にとって特別な時期です。
ベトナム語で新年を迎える挨拶は「チュック ムン ナム モイ」で、「あけましておめでとうございます」に相当します。
ここで、ベトナムの旧正月の風習を紹介します。べトナムの正月料理には、ベトナムちまき、ベトナムハム、各種肉
料理、らっきょうや玉ねぎの漬物などがあります。中でもで欠かすことのできない伝統的な正月料理と言えば、ま
ずはベトナムちまき「バインチュン」です。バナナの葉に似た濃い緑色をしたラーゾンの葉でもち米、緑豆、豚バ
ラ肉を包みこみ半日ほど煮込んでつくられるベトナムのちまきです。バインチュンはご先祖様へのお供え物とし
て、また常温でも長持ちするため保存食としても重宝されます。らっきょうや玉ねぎなどの漬物と一緒にそのまま
あるいは焼いてから食べます。なお、バインチュンはハノイに代表されるベトナム北部の呼び方で、ホーチミンな
どの南部では「バインテト」と呼ばれます。大きな違いはその外見でバインチュンは正方形、一方のバインテトは
円筒形です。この他にベトナム料理といえば、有名な春巻きです。生春巻きと揚げ春巻きがあります。
テトの正月料理に欠かせないのが「ベトナムちまき」だと
すれば、飾り付けに欠かせないのは梅と桃、そして菊の
花と、色とりどりのフルーツです。また、中国の春節の影
響を受けたランタンや縁起物の賀紙等も見かけます。

▲フエ王宮のテトの飾り

ベトナムの旧正月「テト」

▲テトのちまきと果物

▲菊花のディスプレイ

▲北部では赤い梅の花、南部では黄色い梅の花

テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼

●マスク着用、ソーシャルディスタンスを取り３密を避けてください。●検温・消毒にご協力ください。

「大分県地域活力づくり地域創生事業費補助金事業」

■開 催 日／一般公開：令和４年２月２０日（日）～３月６日（日）苑内自由観覧
　　　　　　祭事開催：令和４年２月２７日（日）１１時～１８時◎豊前岩戸神楽上演（今津神楽社）
              ◎「おせち」コーナー、ベトナム旧正月「テト」コーナー開設（無料試食会）
■開催場所／犬丸梅苑、犬丸天満宮駐車場・神楽殿（催事開催日と前日は参道鳥居横の駐車場をご利用下さい）
■主　　催／犬丸区自治会

植樹祭から早や２年。太宰府天満宮様からの恵与樹、呉服枝垂れ、南高梅、豊後梅がようやく満開の季節を迎えます。

犬丸梅苑は犬丸区の地方創生事業です。
犬丸天満宮「拝殿」改築資金支援のため、犬丸区では２０１９年に「犬丸梅苑」造園計画をスタート。天満宮に隣接した竹林１０００坪余りを開墾し、まずは年末に
主要品種の枝垂れ梅「呉服（くれは）枝垂れ」１５本と実梅「南高梅・豊後梅」の苗木２０本を植樹しました。翌年の２０２０年２月には「太宰府天満宮」様より「早咲
鶯宿（はやさきおうしゅく）」「鹿児島紅梅」「蘭奢待（らんじゃたい）」の３本が恵与され、奥塚中津市長、松大路太宰府天満宮権禰宜様ご臨席の下、盛大に植樹祭を開
催しました。年末にさらに枝垂れ梅２３本と実梅２本を追加植樹。本年２０２１年２月の１２・１３・１４日、「神楽祭」と合わせて、プレ「梅花祭」を開催しました。
コロナ禍対応の中での粛々催行でしたが、事前宣伝なしにもかかわらず多くの来客がありました。
当日は、NHK・OBS・大分合同新聞社の取材があり、事後宣伝効果により大いに認知度がアップし
ました。来春の「第１回梅花祭」は３週間の予定です。犬丸梅苑は、歴史文化資産である犬丸天満
宮と合わせて、中津市の東九州の観光名所創りを行う地方創生事業です。

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司様と

前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司と 前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司と 前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司と 前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

犬丸梅苑植樹祭

今年の「プレ梅花祭」＆「神楽祭」

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

開苑一年目、犬丸梅苑の「呉服枝垂れ（くれはしだれ）」が、見頃を迎えました。
「呉服（ゴフク）」というのは、中国の呉の国から伝わった「呉織（クレハトリ）」と
　 いう絹織り職人が織った反物で作られた服という意味です。ですから本来
　　呉服とは絹織物のことです。転じて「呉服」を訓読みして「くれは」としまし
　　　　　　　　　　　　た。麻や木綿は昔は太物として区別されました。
　　　　　　　　　　　　「呉服枝垂れ」の八重咲きの淡紅色の花は、満開
　　　　　　　　　　　　になると花弁の縁がうっすら白い覆輪となります。
　　　　　　　　　　　　正に絹織物の様に艶やかな八重咲き枝垂れ梅
　　　　　　　　　　　　にふさわしい命名です。

令和３年２月２２日正午時の開花状況

今年の「プレ梅花祭」＆「神楽祭」

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

開苑一年目、犬丸梅苑の「呉服枝垂れ（くれはしだれ）」が、見頃を迎えました。
「呉服（ゴフク）」というのは、中国の呉の国から伝わった「呉織（クレハトリ）」と
　 いう絹織り職人が織った反物で作られた服という意味です。ですから本来
　　呉服とは絹織物のことです。転じて「呉服」を訓読みして「くれは」としまし
　　　　　　　　　　　　た。麻や木綿は昔は太物として区別されました。
　　　　　　　　　　　　「呉服枝垂れ」の八重咲きの淡紅色の花は、満開
　　　　　　　　　　　　になると花弁の縁がうっすら白い覆輪となります。
　　　　　　　　　　　　正に絹織物の様に艶やかな八重咲き枝垂れ梅
　　　　　　　　　　　　にふさわしい命名です。

令和３年２月２２日正午時の開花状況

本年２月、満開の「呉服（くれは）枝垂れ」梅。

※写真は仮設芳銘板で、現在は修復済み

「犬丸梅苑」は毎年毎年、樹齢を重ねて北九州の観梅・観光スポットとして成長させて行く所存です。

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外
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⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

詳しくは現地掲示板へ

■一般公開日／令和５年２月２５日（土）～３月１２日（日）の１６日間（苑内自由観覧：品種により開花時期が異なります）
■祭事開催日／令和５年２月２６日（日）１１時～１２時：「梅花祭開会式式典」・式典終了後「モチまき」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２時～１５時：「豊前岩戸神楽」上演（今津神楽社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１時～１６時：「日越お正月味比べ」
■開催場所／犬丸梅苑、犬丸天満宮駐車場・神楽殿
■主催／犬丸梅苑「第１回梅花祭」実行委員会・犬丸区  

【大分県地域活力づくり地域創生事業費補助金事業】

●式典・祭事はコロナウィルスの感染状況により緊急中止となる場合があります、あらかじめご承知おきください。

※料理が無くなり次第、終了とします。

犬丸梅苑で「観梅」と「テト」を楽しみましょう。

梅の花が満開で、いい香りです。ベトナム人の皆さん、犬丸梅苑でテト料理と日本の正月料理を味わってみませんか。
　

「テト」は、ベトナム人が一年の中でもっとも楽しみにしているベトナムの年中
行事です。毎年、テトの時期には故郷から離れて暮らすベトナム人の多くが
帰省し、家族や親戚とテト料理を囲い、友人ともどもテトを祝います。
「テト」とは、ベトナムの旧正月のことです。旧正月の時期になると、日本では
中国の「春節」が毎年のようにニュースになります。実はこの旧暦の新年を祝
う風習は、なにも中国だけに限ったことではありません。ベトナムでも旧正月
を「テト」と呼び盛大にお祝いをします。
テトの日程は旧暦に則って数えられます。新暦では毎年日付が変わるのでご
注意を。テトの元日は毎年、1月下旬頃から2月中旬頃。ベトナムの法定では
テト休暇はテト元日前後の5日間になっています。休日がテト休暇と重なる場
合は、振替休日が設けられ7連休となった年も。テト休暇は唯一の大型連休で
もあり、ベトナム人にとって特別な時期です。
ベトナム語で新年を迎える挨拶は「チュック ムン ナム モイ」で、「あけましておめでとうございます」に相当します。
ここで、ベトナムの旧正月の風習を紹介します。べトナムの正月料理には、ベトナムちまき、ベトナムハム、各種肉
料理、らっきょうや玉ねぎの漬物などがあります。中でもで欠かすことのできない伝統的な正月料理と言えば、ま
ずはベトナムちまき「バインチュン」です。バナナの葉に似た濃い緑色をしたラーゾンの葉でもち米、緑豆、豚バ
ラ肉を包みこみ半日ほど煮込んでつくられるベトナムのちまきです。バインチュンはご先祖様へのお供え物とし
て、また常温でも長持ちするため保存食としても重宝されます。らっきょうや玉ねぎなどの漬物と一緒にそのまま
あるいは焼いてから食べます。なお、バインチュンはハノイに代表されるベトナム北部の呼び方で、ホーチミンな
どの南部では「バインテト」と呼ばれます。大きな違いはその外見でバインチュンは正方形、一方のバインテトは
円筒形です。この他にベトナム料理といえば、有名な春巻きです。生春巻きと揚げ春巻きがあります。
テトの正月料理に欠かせないのが「ベトナムちまき」だと
すれば、飾り付けに欠かせないのは梅と桃、そして菊の
花と、色とりどりのフルーツです。また、中国の春節の影
響を受けたランタンや縁起物の賀紙等も見かけます。

▲フエ王宮のテトの飾り

ベトナムの旧正月「テト」

▲テトのちまきと果物

▲菊花のディスプレイ

▲北部では赤い梅の花、南部では黄色い梅の花

テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼

「テト」は、ベトナム人が一年の中でもっとも楽しみにしているベトナムの年中
行事です。毎年、テトの時期には故郷から離れて暮らすベトナム人の多くが
帰省し、家族や親戚とテト料理を囲い、友人ともどもテトを祝います。
「テト」とは、ベトナムの旧正月のことです。旧正月の時期になると、日本では
中国の「春節」が毎年のようにニュースになります。実はこの旧暦の新年を祝
う風習は、なにも中国だけに限ったことではありません。ベトナムでも旧正月
を「テト」と呼び盛大にお祝いをします。
テトの日程は旧暦に則って数えられます。新暦では毎年日付が変わるのでご
注意を。テトの元日は毎年、1月下旬頃から2月中旬頃。ベトナムの法定では
テト休暇はテト元日前後の5日間になっています。休日がテト休暇と重なる場
合は、振替休日が設けられ7連休となった年も。テト休暇は唯一の大型連休で
もあり、ベトナム人にとって特別な時期です。
ベトナム語で新年を迎える挨拶は「チュック ムン ナム モイ」で、「あけましておめでとうございます」に相当します。
ここで、ベトナムの旧正月の風習を紹介します。べトナムの正月料理には、ベトナムちまき、ベトナムハム、各種肉
料理、らっきょうや玉ねぎの漬物などがあります。中でもで欠かすことのできない伝統的な正月料理と言えば、ま
ずはベトナムちまき「バインチュン」です。バナナの葉に似た濃い緑色をしたラーゾンの葉でもち米、緑豆、豚バ
ラ肉を包みこみ半日ほど煮込んでつくられるベトナムのちまきです。バインチュンはご先祖様へのお供え物とし
て、また常温でも長持ちするため保存食としても重宝されます。らっきょうや玉ねぎなどの漬物と一緒にそのまま
あるいは焼いてから食べます。なお、バインチュンはハノイに代表されるベトナム北部の呼び方で、ホーチミンな
どの南部では「バインテト」と呼ばれます。大きな違いはその外見でバインチュンは正方形、一方のバインテトは
円筒形です。この他にベトナム料理といえば、有名な春巻きです。生春巻きと揚げ春巻きがあります。
テトの正月料理に欠かせないのが「ベトナムちまき」だと
すれば、飾り付けに欠かせないのは梅と桃、そして菊の
花と、色とりどりのフルーツです。また、中国の春節の影
響を受けたランタンや縁起物の賀紙等も見かけます。

▲フエ王宮のテトの飾り

ベトナムの旧正月「テト」

▲テトのちまきと果物

▲菊花のディスプレイ

▲北部では赤い梅の花、南部では黄色い梅の花

テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼

●マスク着用、ソーシャルディスタンスを取り３密を避けてください。●検温・消毒にご協力ください。

「大分県地域活力づくり地域創生事業費補助金事業」

■開 催 日／一般公開：令和４年２月２０日（日）～３月６日（日）苑内自由観覧
　　　　　　祭事開催：令和４年２月２７日（日）１１時～１８時◎豊前岩戸神楽上演（今津神楽社）
              ◎「おせち」コーナー、ベトナム旧正月「テト」コーナー開設（無料試食会）
■開催場所／犬丸梅苑、犬丸天満宮駐車場・神楽殿（催事開催日と前日は参道鳥居横の駐車場をご利用下さい）
■主　　催／犬丸区自治会

植樹祭から早や２年。太宰府天満宮様からの恵与樹、呉服枝垂れ、南高梅、豊後梅がようやく満開の季節を迎えます。

犬丸梅苑は犬丸区の地方創生事業です。
犬丸天満宮「拝殿」改築資金支援のため、犬丸区では２０１９年に「犬丸梅苑」造園計画をスタート。天満宮に隣接した竹林１０００坪余りを開墾し、まずは年末に
主要品種の枝垂れ梅「呉服（くれは）枝垂れ」１５本と実梅「南高梅・豊後梅」の苗木２０本を植樹しました。翌年の２０２０年２月には「太宰府天満宮」様より「早咲
鶯宿（はやさきおうしゅく）」「鹿児島紅梅」「蘭奢待（らんじゃたい）」の３本が恵与され、奥塚中津市長、松大路太宰府天満宮権禰宜様ご臨席の下、盛大に植樹祭を開
催しました。年末にさらに枝垂れ梅２３本と実梅２本を追加植樹。本年２０２１年２月の１２・１３・１４日、「神楽祭」と合わせて、プレ「梅花祭」を開催しました。
コロナ禍対応の中での粛々催行でしたが、事前宣伝なしにもかかわらず多くの来客がありました。
当日は、NHK・OBS・大分合同新聞社の取材があり、事後宣伝効果により大いに認知度がアップし
ました。来春の「第１回梅花祭」は３週間の予定です。犬丸梅苑は、歴史文化資産である犬丸天満
宮と合わせて、中津市の東九州の観光名所創りを行う地方創生事業です。

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司様と

前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける
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犬丸梅苑植樹祭

今年の「プレ梅花祭」＆「神楽祭」

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。
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新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
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２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
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ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

開苑一年目、犬丸梅苑の「呉服枝垂れ（くれはしだれ）」が、見頃を迎えました。
「呉服（ゴフク）」というのは、中国の呉の国から伝わった「呉織（クレハトリ）」と
　 いう絹織り職人が織った反物で作られた服という意味です。ですから本来
　　呉服とは絹織物のことです。転じて「呉服」を訓読みして「くれは」としまし
　　　　　　　　　　　　た。麻や木綿は昔は太物として区別されました。
　　　　　　　　　　　　「呉服枝垂れ」の八重咲きの淡紅色の花は、満開
　　　　　　　　　　　　になると花弁の縁がうっすら白い覆輪となります。
　　　　　　　　　　　　正に絹織物の様に艶やかな八重咲き枝垂れ梅
　　　　　　　　　　　　にふさわしい命名です。

令和３年２月２２日正午時の開花状況
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令和３年２月２２日正午時の開花状況

本年２月、満開の「呉服（くれは）枝垂れ」梅。

※写真は仮設芳銘板で、現在は修復済み

「犬丸梅苑」は毎年毎年、樹齢を重ねて北九州の観梅・観光スポットとして成長させて行く所存です。

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①
 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 
皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

詳しくは現地掲示板へ

犬丸梅苑で「観梅」と「テト」を楽しみましょう。

梅の花が満開で、いい香りです。ベトナム人の皆さん、犬丸梅苑でテト料理と日本の正月料理を味わってみませんか。
　

「テト」は、ベトナム人が一年の中でもっとも楽しみにしているベトナムの年中
行事です。毎年、テトの時期には故郷から離れて暮らすベトナム人の多くが
帰省し、家族や親戚とテト料理を囲い、友人ともどもテトを祝います。
「テト」とは、ベトナムの旧正月のことです。旧正月の時期になると、日本では
中国の「春節」が毎年のようにニュースになります。実はこの旧暦の新年を祝
う風習は、なにも中国だけに限ったことではありません。ベトナムでも旧正月
を「テト」と呼び盛大にお祝いをします。
テトの日程は旧暦に則って数えられます。新暦では毎年日付が変わるのでご
注意を。テトの元日は毎年、1月下旬頃から2月中旬頃。ベトナムの法定では
テト休暇はテト元日前後の5日間になっています。休日がテト休暇と重なる場
合は、振替休日が設けられ7連休となった年も。テト休暇は唯一の大型連休で
もあり、ベトナム人にとって特別な時期です。
ベトナム語で新年を迎える挨拶は「チュック ムン ナム モイ」で、「あけましておめでとうございます」に相当します。
ここで、ベトナムの旧正月の風習を紹介します。べトナムの正月料理には、ベトナムちまき、ベトナムハム、各種肉
料理、らっきょうや玉ねぎの漬物などがあります。中でもで欠かすことのできない伝統的な正月料理と言えば、ま
ずはベトナムちまき「バインチュン」です。バナナの葉に似た濃い緑色をしたラーゾンの葉でもち米、緑豆、豚バ
ラ肉を包みこみ半日ほど煮込んでつくられるベトナムのちまきです。バインチュンはご先祖様へのお供え物とし
て、また常温でも長持ちするため保存食としても重宝されます。らっきょうや玉ねぎなどの漬物と一緒にそのまま
あるいは焼いてから食べます。なお、バインチュンはハノイに代表されるベトナム北部の呼び方で、ホーチミンな
どの南部では「バインテト」と呼ばれます。大きな違いはその外見でバインチュンは正方形、一方のバインテトは
円筒形です。この他にベトナム料理といえば、有名な春巻きです。生春巻きと揚げ春巻きがあります。
テトの正月料理に欠かせないのが「ベトナムちまき」だと
すれば、飾り付けに欠かせないのは梅と桃、そして菊の
花と、色とりどりのフルーツです。また、中国の春節の影
響を受けたランタンや縁起物の賀紙等も見かけます。

▲フエ王宮のテトの飾り

ベトナムの旧正月「テト」

▲テトのちまきと果物

▲菊花のディスプレイ

▲北部では赤い梅の花、南部では黄色い梅の花

テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼
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テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼

●マスク着用、ソーシャルディスタンスを取り３密を避けてください。●検温・消毒にご協力ください。

「大分県地域活力づくり地域創生事業費補助金事業」

■開 催 日／一般公開：令和４年２月２０日（日）～３月６日（日）苑内自由観覧
　　　　　　祭事開催：令和４年２月２７日（日）１１時～１８時◎豊前岩戸神楽上演（今津神楽社）
              ◎「おせち」コーナー、ベトナム旧正月「テト」コーナー開設（無料試食会）
■開催場所／犬丸梅苑、犬丸天満宮駐車場・神楽殿（催事開催日と前日は参道鳥居横の駐車場をご利用下さい）
■主　　催／犬丸区自治会

植樹祭から早や２年。太宰府天満宮様からの恵与樹、呉服枝垂れ、南高梅、豊後梅がようやく満開の季節を迎えます。

犬丸梅苑は犬丸区の地方創生事業です。
犬丸天満宮「拝殿」改築資金支援のため、犬丸区では２０１９年に「犬丸梅苑」造園計画をスタート。天満宮に隣接した竹林１０００坪余りを開墾し、まずは年末に
主要品種の枝垂れ梅「呉服（くれは）枝垂れ」１５本と実梅「南高梅・豊後梅」の苗木２０本を植樹しました。翌年の２０２０年２月には「太宰府天満宮」様より「早咲
鶯宿（はやさきおうしゅく）」「鹿児島紅梅」「蘭奢待（らんじゃたい）」の３本が恵与され、奥塚中津市長、松大路太宰府天満宮権禰宜様ご臨席の下、盛大に植樹祭を開
催しました。年末にさらに枝垂れ梅２３本と実梅２本を追加植樹。本年２０２１年２月の１２・１３・１４日、「神楽祭」と合わせて、プレ「梅花祭」を開催しました。
コロナ禍対応の中での粛々催行でしたが、事前宣伝なしにもかかわらず多くの来客がありました。
当日は、NHK・OBS・大分合同新聞社の取材があり、事後宣伝効果により大いに認知度がアップし
ました。来春の「第１回梅花祭」は３週間の予定です。犬丸梅苑は、歴史文化資産である犬丸天満
宮と合わせて、中津市の東九州の観光名所創りを行う地方創生事業です。

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司様と

前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける
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犬丸梅苑植樹祭

今年の「プレ梅花祭」＆「神楽祭」

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。
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２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。
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ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

開苑一年目、犬丸梅苑の「呉服枝垂れ（くれはしだれ）」が、見頃を迎えました。
「呉服（ゴフク）」というのは、中国の呉の国から伝わった「呉織（クレハトリ）」と
　 いう絹織り職人が織った反物で作られた服という意味です。ですから本来
　　呉服とは絹織物のことです。転じて「呉服」を訓読みして「くれは」としまし
　　　　　　　　　　　　た。麻や木綿は昔は太物として区別されました。
　　　　　　　　　　　　「呉服枝垂れ」の八重咲きの淡紅色の花は、満開
　　　　　　　　　　　　になると花弁の縁がうっすら白い覆輪となります。
　　　　　　　　　　　　正に絹織物の様に艶やかな八重咲き枝垂れ梅
　　　　　　　　　　　　にふさわしい命名です。

令和３年２月２２日正午時の開花状況
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本年２月、満開の「呉服（くれは）枝垂れ」梅。

※写真は仮設芳銘板で、現在は修復済み

「犬丸梅苑」は毎年毎年、樹齢を重ねて北九州の観梅・観光スポットとして成長させて行く所存です。
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二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

詳しくは現地掲示板へ

犬丸梅苑で「観梅」と「テト」を楽しみましょう。

梅の花が満開で、いい香りです。ベトナム人の皆さん、犬丸梅苑でテト料理と日本の正月料理を味わってみませんか。
　

「テト」は、ベトナム人が一年の中でもっとも楽しみにしているベトナムの年中
行事です。毎年、テトの時期には故郷から離れて暮らすベトナム人の多くが
帰省し、家族や親戚とテト料理を囲い、友人ともどもテトを祝います。
「テト」とは、ベトナムの旧正月のことです。旧正月の時期になると、日本では
中国の「春節」が毎年のようにニュースになります。実はこの旧暦の新年を祝
う風習は、なにも中国だけに限ったことではありません。ベトナムでも旧正月
を「テト」と呼び盛大にお祝いをします。
テトの日程は旧暦に則って数えられます。新暦では毎年日付が変わるのでご
注意を。テトの元日は毎年、1月下旬頃から2月中旬頃。ベトナムの法定では
テト休暇はテト元日前後の5日間になっています。休日がテト休暇と重なる場
合は、振替休日が設けられ7連休となった年も。テト休暇は唯一の大型連休で
もあり、ベトナム人にとって特別な時期です。
ベトナム語で新年を迎える挨拶は「チュック ムン ナム モイ」で、「あけましておめでとうございます」に相当します。
ここで、ベトナムの旧正月の風習を紹介します。べトナムの正月料理には、ベトナムちまき、ベトナムハム、各種肉
料理、らっきょうや玉ねぎの漬物などがあります。中でもで欠かすことのできない伝統的な正月料理と言えば、ま
ずはベトナムちまき「バインチュン」です。バナナの葉に似た濃い緑色をしたラーゾンの葉でもち米、緑豆、豚バ
ラ肉を包みこみ半日ほど煮込んでつくられるベトナムのちまきです。バインチュンはご先祖様へのお供え物とし
て、また常温でも長持ちするため保存食としても重宝されます。らっきょうや玉ねぎなどの漬物と一緒にそのまま
あるいは焼いてから食べます。なお、バインチュンはハノイに代表されるベトナム北部の呼び方で、ホーチミンな
どの南部では「バインテト」と呼ばれます。大きな違いはその外見でバインチュンは正方形、一方のバインテトは
円筒形です。この他にベトナム料理といえば、有名な春巻きです。生春巻きと揚げ春巻きがあります。
テトの正月料理に欠かせないのが「ベトナムちまき」だと
すれば、飾り付けに欠かせないのは梅と桃、そして菊の
花と、色とりどりのフルーツです。また、中国の春節の影
響を受けたランタンや縁起物の賀紙等も見かけます。

▲フエ王宮のテトの飾り

ベトナムの旧正月「テト」

▲テトのちまきと果物

▲菊花のディスプレイ

▲北部では赤い梅の花、南部では黄色い梅の花

テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼

「テト」は、ベトナム人が一年の中でもっとも楽しみにしているベトナムの年中
行事です。毎年、テトの時期には故郷から離れて暮らすベトナム人の多くが
帰省し、家族や親戚とテト料理を囲い、友人ともどもテトを祝います。
「テト」とは、ベトナムの旧正月のことです。旧正月の時期になると、日本では
中国の「春節」が毎年のようにニュースになります。実はこの旧暦の新年を祝
う風習は、なにも中国だけに限ったことではありません。ベトナムでも旧正月
を「テト」と呼び盛大にお祝いをします。
テトの日程は旧暦に則って数えられます。新暦では毎年日付が変わるのでご
注意を。テトの元日は毎年、1月下旬頃から2月中旬頃。ベトナムの法定では
テト休暇はテト元日前後の5日間になっています。休日がテト休暇と重なる場
合は、振替休日が設けられ7連休となった年も。テト休暇は唯一の大型連休で
もあり、ベトナム人にとって特別な時期です。
ベトナム語で新年を迎える挨拶は「チュック ムン ナム モイ」で、「あけましておめでとうございます」に相当します。
ここで、ベトナムの旧正月の風習を紹介します。べトナムの正月料理には、ベトナムちまき、ベトナムハム、各種肉
料理、らっきょうや玉ねぎの漬物などがあります。中でもで欠かすことのできない伝統的な正月料理と言えば、ま
ずはベトナムちまき「バインチュン」です。バナナの葉に似た濃い緑色をしたラーゾンの葉でもち米、緑豆、豚バ
ラ肉を包みこみ半日ほど煮込んでつくられるベトナムのちまきです。バインチュンはご先祖様へのお供え物とし
て、また常温でも長持ちするため保存食としても重宝されます。らっきょうや玉ねぎなどの漬物と一緒にそのまま
あるいは焼いてから食べます。なお、バインチュンはハノイに代表されるベトナム北部の呼び方で、ホーチミンな
どの南部では「バインテト」と呼ばれます。大きな違いはその外見でバインチュンは正方形、一方のバインテトは
円筒形です。この他にベトナム料理といえば、有名な春巻きです。生春巻きと揚げ春巻きがあります。
テトの正月料理に欠かせないのが「ベトナムちまき」だと
すれば、飾り付けに欠かせないのは梅と桃、そして菊の
花と、色とりどりのフルーツです。また、中国の春節の影
響を受けたランタンや縁起物の賀紙等も見かけます。

▲フエ王宮のテトの飾り

ベトナムの旧正月「テト」

▲テトのちまきと果物

▲菊花のディスプレイ

▲北部では赤い梅の花、南部では黄色い梅の花

テトを演出する
造花やランタン、賀紙
等のディスプレイ素材

▲肉ハム ▲揚げ春巻き

▼

●マスク着用、ソーシャルディスタンスを取り３密を避けてください。●検温・消毒にご協力ください。

「大分県地域活力づくり地域創生事業費補助金事業」

■開 催 日／一般公開：令和４年２月２０日（日）～３月６日（日）苑内自由観覧
　　　　　　祭事開催：令和４年２月２７日（日）１１時～１８時◎豊前岩戸神楽上演（今津神楽社）
              ◎「おせち」コーナー、ベトナム旧正月「テト」コーナー開設（無料試食会）
■開催場所／犬丸梅苑、犬丸天満宮駐車場・神楽殿（催事開催日と前日は参道鳥居横の駐車場をご利用下さい）
■主　　催／犬丸区自治会

植樹祭から早や２年。太宰府天満宮様からの恵与樹、呉服枝垂れ、南高梅、豊後梅がようやく満開の季節を迎えます。

犬丸梅苑は犬丸区の地方創生事業です。
犬丸天満宮「拝殿」改築資金支援のため、犬丸区では２０１９年に「犬丸梅苑」造園計画をスタート。天満宮に隣接した竹林１０００坪余りを開墾し、まずは年末に
主要品種の枝垂れ梅「呉服（くれは）枝垂れ」１５本と実梅「南高梅・豊後梅」の苗木２０本を植樹しました。翌年の２０２０年２月には「太宰府天満宮」様より「早咲
鶯宿（はやさきおうしゅく）」「鹿児島紅梅」「蘭奢待（らんじゃたい）」の３本が恵与され、奥塚中津市長、松大路太宰府天満宮権禰宜様ご臨席の下、盛大に植樹祭を開
催しました。年末にさらに枝垂れ梅２３本と実梅２本を追加植樹。本年２０２１年２月の１２・１３・１４日、「神楽祭」と合わせて、プレ「梅花祭」を開催しました。
コロナ禍対応の中での粛々催行でしたが、事前宣伝なしにもかかわらず多くの来客がありました。
当日は、NHK・OBS・大分合同新聞社の取材があり、事後宣伝効果により大いに認知度がアップし
ました。来春の「第１回梅花祭」は３週間の予定です。犬丸梅苑は、歴史文化資産である犬丸天満
宮と合わせて、中津市の東九州の観光名所創りを行う地方創生事業です。

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司様と

前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司と 前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

令和２年２月７日太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司と 前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

太宰府天満宮での恵与祭

飛梅の前で西高辻信宏宮司と 前宮司で最高顧問の西高辻信良様からの歓待を受ける

犬丸梅苑植樹祭

今年の「プレ梅花祭」＆「神楽祭」

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

開苑一年目、犬丸梅苑の「呉服枝垂れ（くれはしだれ）」が、見頃を迎えました。
「呉服（ゴフク）」というのは、中国の呉の国から伝わった「呉織（クレハトリ）」と
　 いう絹織り職人が織った反物で作られた服という意味です。ですから本来
　　呉服とは絹織物のことです。転じて「呉服」を訓読みして「くれは」としまし
　　　　　　　　　　　　た。麻や木綿は昔は太物として区別されました。
　　　　　　　　　　　　「呉服枝垂れ」の八重咲きの淡紅色の花は、満開
　　　　　　　　　　　　になると花弁の縁がうっすら白い覆輪となります。
　　　　　　　　　　　　正に絹織物の様に艶やかな八重咲き枝垂れ梅
　　　　　　　　　　　　にふさわしい命名です。

令和３年２月２２日正午時の開花状況
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２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

国指定重要無形文化財「豊前岩戸神楽」発祥の地と言われる植野神楽社による神楽祭、２月１４日１０時～１８時上演。

２月１５日現在の開花状況。左から太宰府天満宮から恵与の「早咲鶯宿」「鹿児島紅梅」、犬丸梅苑の主要品種「呉服（くれは）枝垂れ」。

疫病退散祈願「犬丸梅苑・梅花祭」「犬丸天満宮・神楽祭」が開催されました。
令和３年２月１２・１３・１４日に梅花祭、最終日には神楽祭が開催されました。マスク装着、検温、アルコール消毒等の
新型コロナウィルス感染防止対策を徹底させ、開催に漕ぎ着けました。俳句コンテストやノンアルの甘酒と綿菓子の
振舞いを実施、予想を超える来客がありました。ただ、今冬の厳寒により主要品種の「呉服枝垂れ」の開花は間に合い
ませんでした。折からの雪解けを待って、天皇誕生日の２３日から天神様のご命日２５日頃が見頃との予想です。

開苑一年目、犬丸梅苑の「呉服枝垂れ（くれはしだれ）」が、見頃を迎えました。
「呉服（ゴフク）」というのは、中国の呉の国から伝わった「呉織（クレハトリ）」と
　 いう絹織り職人が織った反物で作られた服という意味です。ですから本来
　　呉服とは絹織物のことです。転じて「呉服」を訓読みして「くれは」としまし
　　　　　　　　　　　　た。麻や木綿は昔は太物として区別されました。
　　　　　　　　　　　　「呉服枝垂れ」の八重咲きの淡紅色の花は、満開
　　　　　　　　　　　　になると花弁の縁がうっすら白い覆輪となります。
　　　　　　　　　　　　正に絹織物の様に艶やかな八重咲き枝垂れ梅
　　　　　　　　　　　　にふさわしい命名です。

令和３年２月２２日正午時の開花状況

本年２月、満開の「呉服（くれは）枝垂れ」梅。

※写真は仮設芳銘板で、現在は修復済み

「犬丸梅苑」は毎年毎年、樹齢を重ねて北九州の観梅・観光スポットとして成長させて行く所存です。

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。

⑮天
の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
り
つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。

㉒悪
霊
祓
い
の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。

㉙（道
神
楽
と
も
）国
産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
準
ず
る
。

㉚須
左
之
男
命（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
配
す
る
竜

神
で
あ
る
大
蛇
の
八
岐
大
蛇（
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
）を
退
治
し
、

生
贄
だ
っ
た
櫛
名
田
比
売（
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

●

 

（
初
神
楽
と
も
い
う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外

演

目

⑲餅
を
持
っ
て
舞
う
か
ら
餅
神
楽
と
も
言
う
。

山
神
、海
神
、田
の
神
が
大
神
に
さ
さ
げ
る
舞
。

①

 

大
神
の
御
前
に
て
始
め
よ
り
終
わ
り
ま
で
執
行
す
る
神
楽
。

②汐
花
神
楽
と
も
言
う
清
め
の
舞
い
。 

皇
産
霊
神
よ
り
霊
を

花
の
ご
と
く
打
ち
散
ら
し
、村
の
産
土
神
に
渡
す
神
楽
。

④天
孫
降
臨
の
神
々
の
御
先
祓
い
の
舞
。幣
方
は
天
鈿
女
命

（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、鬼
方
は
猿
田
彦
命（
サ
ル
タ

ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
天
孫
降
臨
の
様
子
を
表
現
。
高
天
原

（
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
）か
ら
葦
原
中
国（
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ナ
カ
ツ
ク

ニ
）に
天
照
大
御
神
の
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
下
る

途
中
、猿
田
彦
に
出
会
う
。
大
御
神
は
、そ
の
恐
ろ
し
い
形

相
を
怪
し
み
、天
鈿
女
に
正
体
を
確
か
め
る
よ
う
命
じ
る
。

結
局
、土
着
の
神
で
あ
り
道
先
案
内
役
と
分
か
り
、猿
田
彦

が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
神
話
に
由
来
。

⑥中
央
及
び
四
方
の
守
護
神
を
定
め
、国
産
み
の
事
業
の
舞

い
。
風
の
神
、火
の
神
、金
の
神
、
水
の
神
、
土
の
神
の
五

柱
の
神
に
そ
の
土
地
を
納
め
る
神
楽
。

③手
房
神
楽（
た
ぶ
さ
か
ぐ
ら
）と
も
言
う
。笹
二
本
を
手
に
持

ち
十
二
干
支
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

⑤弓
矢
を
持
っ
て
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

◆
岩
戸
神
楽（
い
わ
と
か
ぐ
ら
）◆

（
岩
戸
開
き
）
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
籠
ら
れ
て
、高

天
原
は
常
夜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
困
っ
た
神
々
は
、天
の

安
河
原
に
集
ま
り
、天
照
大
御
神
を
誘
い
出
そ
う
と
様
々

な
知
恵
を
絞
る
。
出
雲
神
話
か
ら
題
材
を
得
た
演
目
。

⑦天
之
安
河
原
に
八
百
萬
の
神
が
集
い
神
議
す
る
舞
い
。

⑧天
の
岩
戸
の
前
で
香
具
山
の
榊
を
持
っ
て
の
舞
い
。（
榊
座
）

⑨天
の
岩
戸
前
に
八
百
萬
の
神
を
集
め
、知
恵
を
授
け
る
舞
い
。

⑩鏡
を
持
ち
岩
戸
前
に
て
捧
げ
置
き
奉
す
。
鏡
を
作
る
舞
い
。

⑪邪
神
を
払
う
舞
い
。

⑫天
の
香
具
山
の
榊
に
御
鏡
を
付
け
大
神
に
捧
げ
る
舞
い
。

⑬弓
矢
を
持
っ
て
正
吾
の
御
神
楽
を
舞
う
。

⑭八
尺
瓊
勾
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）の
五
百
津
之
御
須

麻
流
珠（
い
お
つ
の
み
す
ま
る
の
た
ま
）の
飾
り
を
作
る
舞
い
。
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の
香
具
山
の
小
竹
葉
を
手
房
に
結
ん
で
、く
さ
な
ぎ
の
矛

を
持
っ
て
舞
う
。

⑯大
力
の
神
が
天
の
岩
戸
の
片
側
に
隠
れ
、岩
戸
を
開
く
舞
い
。

㉔天
鈿
女
命
が
大
蛇
の
の
ひ
れ
を
使
っ
て
鬼
神
の
猿
田
彦
之

命
と
争
う
舞
い
。
綱
で
大
蛇
を
表
現
し
ま
す
。

⑰神
随
幣
を
神
前
に
捧
げ
る
。

⑱清
め
た
奉
幣
に
神
降
ろ
し
を
行
う
舞
い
。

⑳二
人
剱
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
ち
、四
人
で
舞
う
。

四
方
の
悪
魔
祓
い
の
舞
い
。

㉑五
つ
の
神
に
祈
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つ
つ
悪
気
を
切
り
払
う
。
襷
、太
刀
を
持

ち
二
人
で
舞
う
。
天
地
の
悪
霊
を
払
う
舞
い
。
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祓
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の
舞
い
。

㉓五
穀
成
就
を
祝
う
舞
い
。
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神
楽
と
も
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産
み
の
伊
邪
那
岐（
イ
ザ
ナ
ギ
）、伊
邪

那
美（
イ
ザ
ナ
ミ
）の
二
柱
の
神
を
猿
田
彦
が
迎
え
る
舞
い
。 

㉕幣
と
扇
の
舞
、十
二
の
か
け
歌
を
唱
え
な
が
ら
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
。
掛
け
歌
を
合
わ
せ
る
優
雅
な
舞
い
。

㉖常
に
御
先（
駈
仙
）を
合
併
し
舞
う
。
鬼（
猿
田
彦
）二
人
、幣

方（
天
鈿
女
）二
人
。
四
季
の
五
穀
を
ふ
る
ま
い
、五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
舞
い
。

㉗御
宝
屋
を
堅
め
る
舞
い
。（
こ
も
座
）

㉘地
割
神
楽
に
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ず
る
。

㉚須
左
之
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ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）が
、水
を
支
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す
る
竜
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で
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八
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ヤ
マ
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ノ
オ
ロ
チ
）を
退
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し
、
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だ
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た
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名
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比
売（
ク
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ダ
ヒ
メ
・
奇
稲
田
姫
と

も
）を
助
け
る
舞
い
。
奇
稲
田
姫
は
稲
田
を
表
す
。
毎
年
一
人

の
処
女
が
生
贄
に
さ
れ
、そ
の
娘
を
大
蛇
が
さ
ら
う
の
は

河
川
の
氾
濫
を
表
し
、大
蛇
の
退
治
は
治
水
を
表
し
ま
す
。

「
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立
つ
出
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八
重
垣
妻
ぎ
め
に
八
重
垣
作
る
こ
の
八
重

垣
を
」子
孫
繁
栄
の
神
楽
。

㉛中
央
東
西
南
北
の
祓
い
の
儀
式
。

32天
と
地
、
陰
と
陽
を
結
ぶ
雲
手
切
り
の
舞
い
。

33火
の
精
と
水
の
精
を
結
び
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。
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（
初
神
楽
と
も
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う
）湯
庭
及
び
神
楽
社
中
の
清
祓
い
。

四
方
四
隅
の
祓
い
の
舞
い
。

山
人
舞（
さ
ん
じ
ん
ま
い
）と
も
言
う
。お
盆
に
米
を
入
れ
て

左
右
に
持
ち
舞
う
。五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
。

番

外
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詳しくは現地掲示板へ

※写真はイメージです。当日と異なる場合があります。

●マスク着用、
ソーシャルディ
スタンスを取り
３密を避けて、
検温・消毒にご
協力ください。

ベトナム領事館
総領事犬丸来訪

歓迎

　 同じく梅の花を
　愛でるベトナム旧
正月「テト」とのコラボ
レーション企画です

犬丸梅苑で「観梅」と「テト」を楽しみましょう。

開会式出席のため、在福岡ベトナム社会主義共和国領事館総領事
ヴーチマイ様と太宰府天満宮権禰宜松大路信潔様がご来苑します。

※祭事開催日は参道入口鳥居横の駐車場をご利用下さい。※お問合せは、実行委員会事務局☎090-8306－1804中尾まで

ベトナム旧正月「テト」料理コーナーと日本「おせち」料理コーナー
を開設し無料提供、お正月味比べをお楽しみください。

写真は昨年の開花状況です。



　　 犬丸梅苑「第１回梅花祭」
小中学生「俳句コンテスト」募集中！

■お一人様一句、五七五の俳句形式でご応募ください。※春の季語を入れる事
■ハガキでご応募ください。※住所・氏名・学校名・学年と連絡先電話番号を明記
■お題（テーマ）梅・梅花・菅公（菅原道真公）等、犬丸梅苑と犬丸天満宮に関わる事何でも。
　（実際に梅が咲く前での作句なので、下の写真でイメージをふくらませてください。）
■令和５年２月１日（水）締切り。
■２月中旬に審査の上、受賞者の方にみにご連絡します。
■梅花祭開会式内で授賞式を行い賞状と副賞を進呈。
■賞／小学校：最優秀賞１名・優秀賞２名・佳作５名、中学校：最優秀賞１名・優秀賞２名・佳作５名
　　　全句内：特別賞２名　（梅花祭期間中、受賞句は境内に掲示します。）
■宛て先／〒879-0105　中津市大字犬丸1672-10 中尾和正方　「梅花祭実行委員会」事務局
■お問合せ／「梅花祭実行委員会」事務局☎090-8306-1804

早咲鶯宿（はやさきおうしゅく）　鹿児島紅梅（かごしまこうばい）　　　　呉服枝垂れ（くれはしだれ）

犬丸にも立寄った菅原道真公をまつる太宰府天満宮様から恵与の梅の木を中心に１００本余りの梅花が香ります。

■開催日／令和５年２月２６日（日）１１時～　
　　　　　ベトナム旧正月「テト祭」料理コーナーで無料試飲食
■開催場所／犬丸梅苑、犬丸天満宮駐車場　
■お問合せ／「梅花祭実行委員会」事務局☎090-8306-1804

ベトナム人技能実習生の皆様、犬丸梅苑で
ふるさとの「テト」料理を楽しみませんか。
Ngắm hoa mận và đón Tết tại Inumaru Baien

Hoa mận đang độ nở rộ và tỏa hương thơm dịu.　
Người Việt Nam, tại sao bạn không thử ẩm
thực Tết và ẩm thực Tết Nhật Bản tại Inumaru Baien?

※料理が無くなり次第、終了とします。




